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玉平三1成 1

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
平
成
１５
年
度
定
期
総
会
は
、
５
月

融
細
ｒ
欲
板

郵
仰
般
膝
鵬
祉
略
称
“
徹
舗
牧
成２‐４
路
沖

榊

催
さ
れ
ま
し
た
６

吉
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、

０
日
本
釣

振
興
会
大
阪
府
支
部
副
支
部
長

・
広
瀬
正
己
氏
よ
り
祝

辞

・
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
松
尾
勝
士
氏

を
選
出
し
、

議
案
審
議
に
入
り
、

各
部
会
委
員
か
ら
平

成
１４
年
度
の
事
業

・
会
計
報
告
、

平
成
１５
年
度
の
事
業

計
画

・
予
算
案
の
主
旨
説
明
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

今
年
度
か
ら
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
活
性
化
の
為
の
提
案

事
項
で
あ

っ
た
支
部
制
度
の
導
入
と
支
部
長
の
選
出
も

承
認
さ
れ
、

新
た
な
活
動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す

一
第
２
部
の
研
修
会
で
は
、

大
阪
府
環
境
農
林

水
産
部
水
産
課
生
産
調
整
グ
ル
ー
プ
主
査

・
橋
本
計
正

氏
に
よ
る

「遊
適
法
改
正
に
つ
い
て
」
と
大
阪
府
環
境

農
林
水
産
部
水
産
課
漁
業
振
興
グ
ル
ー
プ
主
査

・
前
田

昭
彦
氏
に
よ
る

「外
来
漁
問
題
に
関
す
る
大
阪
府
の
現

状
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、

橋
本
計
正
氏
か
ら
の

「
遊
漁
船
業

の
適
正
化
に
関
す

る
法
律

（遊
漁
船
業
法
）
の
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
７
ペ
ー
ジ

に
概
要
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、

お
読
み
く
だ
さ
い
。

た
、

冊
子
を
い
た
だ

い
て
い

難厳勲練ぼ遡翌殴篠瑞

朋怖抑軸准
することを

(総会会場)

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し

提
案
さ
れ
た
支
部
制
度
導
入
さ
れ
承
認
さ
れ
る

(平成15年5月26日現在ノ
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に せ て

〕A P A N

大阪府釣 リインス トラクター

連絡機構 (」OFl大阪)

平成15年度 総 会次第

平成15年5月18日 午 前10時～午後12時30分
大IFx市中央会館 1階

(1)開 会の言葉
(2)会 長挨拶
(3)来 賓紹介
(4)来 賓扶拶  (財 )日 本釣振興会

(5)議 長選出
(6)議   事

(承認を求める事項|

第1号 平 成14年度 事 業報告に関する件    )1波  良 幸

第2号 平 成14年度 広 報誌 (」OFI OSAKヽ 発行に関する件
1賓li  勲

第3号 平 成14年度 収 支決算報告に関する件  :ホ  健 司
第1写 平 成14年度 収 支決算監査報告に関する件

末夜 良 治
十議決を求める事項)

第1ぢ |`を成15年岐 学 米言|い11案 にする件   i巧 |( 博 文

第2号 F`成15年度 広 報誌 けOFI OS対 ぬ)

高測  諒
高淵  諒
吉川幾久雄
高測  諒

人腹lFf支部副支部長
広瀬正巳様
高淵  諒

サ乱三

健司

仁成

認
昭雄

来田 仁 成
木村  章

時
所
司
部

日
場
　
Ｉ

号

号
号

第
第

第

会
長
　
　
　
士
口
川

幾
久
雄

私
達
釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

釣
り
に
関
係
す
る
高
尚
な
Ｈ
標
を

も

っ
て
い
ま
す
　
釣
り
の
健
令
な
発
展
を
図
る
た
め
、

広
く

一
般
の
釣

り
人
に
対
し
釣
り
場
で
の
安
全
確
保
、

釣
り
の
マ
ナ
ー
、

ル
ー
ル
の
指
導
、

自
然
環
境
の

保
持
、

漁
業
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
を
日
標
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

反
省
点
が
多

く
未
熟
さ
を
感
じ
ま
す
。

釣
リ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
、

連
絡

機
構
を
結
成
し
て
満
六
年
を
経
過
し
ま
し
た
！

会
員
数
二

一
四
名
と
な
り
、

大
組
織
に
成

長
し
ま
し
た
が
、

会
員
の
優
れ
た
技
能
、

経
験
、

人
脈
を
十
分
に
生
か
す
事
な
く
年
月
を

経
過
し
ま
し
た
３

大
阪
府
下
は
勿
論
、

近
隣
の
府
県
の
会
員
を
含
め
従
来
の
三
地
区
区
分

を
飛
躍
的
に
増
や
し
、

工
○
地
区
制
を
総
会
に
提
案
し
、

地
区
活
動
の
活
発
化
を
目
指

し
ま
し
た
。

地
区
細
区
分
は
所
属
会
員
の
活
動
を
活
発
に
し
、

具
体
的
成
果
を
高
め
る
成

果
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
３

か
な
り
の
数
の
支
部
で
の
活
動
は
、

初
年
度
を
迎
え
、

あ

ら
め
る
面
で
ご
苦
労
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

地
域
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、

若
々
と
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す

）^
機
構
全
体
の
事
業
と
し
て
、

釣
り
大

会
、

稚
魚
放
流
、

ク
リ
ー
ン
作
戦
等
の
協
力
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
高
い
日
標
を

定
め
、

連
絡
を
強
化
し
、

機
構
制
度
の
管
理
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
会
員
の
資
質
向
上
の

た
め
の
事
業
、

研
修
会
を
開
催
し
、

袋
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
事
業
活
動
の
発
展
を
図
る

た
め
、

尚

一
段
の
努
力
が
望
ま
れ
ま
す
。

我
々
は
楽
し
く
集
い
、

楽
し
く
話
合
い
、

活
動
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
３
こ
の
事
は
、

永

い
人
生
に
生
き
が
い
を
持
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
ｃ

発行 (案)に 関する件         物 部
平成15年度 予 算 (案)に 関する件   =木
組織変更(案)に関する件        来 田

役員改選に関する件
・新役員紹介            高 淵
・代表挨拶             宮 内

Ⅱ部 研 修会
(1)テ ーマ…遊適法改正について

講師 大 阪府環境農林水産部水産課
生産調整グループ主査       橋 本計1に様

(2)テ ーマ…外来漁問題に関する大脚府の現状
講師 大 阪府環境農林水産部水産課
漁業張果グループ主査        前 田昭彦様

131テ ーマ…釣 りに関連する法改正の現状
講 R市

閉会式の言葉

算
阪
予支

大
収

Ｆ
度

Ｏ
韓

Ｊ
成平生

回
口
Ⅸ

阪
幸計

一人
△
蚕

Ｆ
度

〇
年

Ｊ

成平

一
平成15年4月1日～平成16年3月31日

5 4 0 . 0 0 0 1釣大 会 関 係 費 ‐  1 0 0 , 0 0 0

200,000

200,000

平成14年4月1日～平成15年3月31日

J文 ブ、 ブ)岳ト

il   往1  科

信

刷

通

印

研

支

総

懇

会

事

支

０

　

０

　

０

０

　

〇

　

一ｂ

０

０

１

０

０

５

０

一入

入

金

息

会

懇

寄

受△
本
　
　
△
ム
　
　
　
敦
　
・計
一

信

刷

　

△
ム
　

議

務

手

一出
一

修

　

親
　
　
　
払
　
一支
一

前 期 繰 越 t

受 取  利  烏 、

1又  ブ、

1 l  ⅢⅢI  と' t

S卜 叫 ),出

'(王il・」係 費 ぶぶ.000

142463

145,054

15,600

26,772

399732

25,000

179,057

11,985

1,033,633

1186639

2,220,302

官寺  1文

親 会 収

付

取 利

収 入  計

費

費 |

費 |

費 |

費 ‐

費

費

十1

岬

研

総

懇

会

事

支

T ( ) 1 ) ( ) 0

130000

174

ブ
、
一人

金

ヤく
収
　
　
△
ム
他

会

付

親

の

費

親

　

懇

そ

会

懇

寄

抑ケ 会  費 1   50,000

部 補 助 費 1 1 0 0 , 0 0 0

会  費     30,000

親 会  費
1  350,000

議  費 1   30,000

務  費    180,000

払 手 数 料   1 2 , 0 0 0

支 出  計    1,252,000

次 期 繰 越 金

声十 2,220,3021  そ芋

総 会 に 寄

次期練越金は未払事務費等39,000円を控除した金額

監査の結来、適i工と認め報告致します。

平成15年5月18日

監事会代理 末  友  良  治

但し、会費収入は180名で算出した金額



」船      O  F F i C t A L  F i S  H l N  G : N S T R U C T O R O S A K A

平成14年
事業 札

翁へ各ぺ名各へ条象路路路路島 ■子

平成15年度計 D
平成15年度

か
V

-1 平 成14年度事業報告 (H1414,1～15-‐3'31)~~~―、 ぶ

や大阪府釣リインストラクター連絡機構
理事及び各部会委員

☆」OF l大阪主催事業         (実 施名)      (実 施日)|や  【理 事 会 】

D釣 リインストラクター普通救命士講習会            Hitえ /41名  ‐
連 事

‐

 章 !1替
久雄 来 田 仁 成 宮 内 昭 雄

2釣 リインストラクター研修会ヽPOを考えるJ         H 14/9/151が       新 竹柳太郎 戸 波 俊 二 縄 雑 久 和
ユ会報 「JOFI OSAKA」発行10号・11号          H14/7、 H14/12 子●      末 友  良 治 北 田 敬 明 北 村  龍 雄
E」OFI人顔 新春懇親会「大阪ヒルトンホテル」         H15/1'131牧       物 部 胤 三 三 木 健 司 高 木 博 文

勺
☆」OFI大阪協力事業         (実 施名)      (実 施日) と

r      川 崎  忠 彦  松 尾  勝 士  伊 藤  雅 夫

・」O日大阪本部事業     (実 施予定名称)       (実 施予定日) | '東      近 藤  幹刊O日大麻 推 業   僕 施予魅 湘    僕 施予定

静 魯 霧 方  薔 糠 籐 蟹 能 莱 西 暗 浄]」OFI大阪会員研修会 (漁業法改正にともなう研修会)          H二」OFI大阪会員研修会 (漁業法改正にともなう研修会)          HI:11!F;告

書1   景 器  係 轡   篭 i舟

豊青と

 奈 骨i 是 号魯 終

チJOFI大阪会員研修会 (釣り教室の講師養成研修会)           Hl

3」OFI大阪会員講習会 (普通救命士講習会)               Hl

H距ち
各準掛0枚 方 交 野市市民釣りの集い (主催 市 下水道部他)計 8日       H15/6/～ 1怠

D                              分

Cポ ーイスカウト釣り章誰 考査会 叫 榔=わ地区進歩委員剣
警

明 験 暑 l昌 醤 倉 軽 歴 堪号 : :樹
0大 阪市西区区民祭リフイッシングコーナー (主催 大 阪市西区)
l  R l官口 l i i盲及 の 金 賠 料 昼 r主 催 。宮 口 , 1 ,落十 幻 谷 ヽ

じポーイスカウト釣り章講習 ・考査会 住催 なにわ地区進歩委員剣  H崎 /補

|で  密 !里 撃ヨ合  I牢 距各ぱ !呂 ! ?  岱0大 阪市西区区民祭リフイッシングコーナー (主催 大 阪市西区)    H15/V ヽ ワ… ― L 一 ナヽ″ヽ ′ / / 十 一 ノ ー に 夕ヽ… 口 中    H A ウ

i ぅ 1 名  第
4 回 理 事 会  平 成 1 5 年 1 2 月 9 日 ( 火 )  ト①富□川恵みの森植樹祭 (主催 ・富田川治水組合)             H

告

画

i  た 'わんど」クリーンアップキャンペーン参力D (淀 サ| 1左岸城北地区)  H 1 4 / 7 1 2 0 1汽       山 由  護  日 高   正  酒 井  精 光
2人ほ湾稚魚放流事業  (主 催 大 阪府釣り団体協議会)        H12

す大阿府ファミリー釣り大会 ,全「kl一斉釣り場清掃 (=上催農水省 大 脚府他) H14-

lF成 14年度釣リインストラクター講留 資 格試験 (iL催全釣協I   H 14111

1 F`成14年度釣リインストラクター資格試験 (主催 全 釣協)     H14ヤ

62003フイツシングショー大阪 十■催 大 阪釣兵協同組合)     H15/211

EI大和川クリーンア ンプキヤンペーン参加 (大和サ1 石 1流 域)     II]

-2瑚 韓帥的巾 育 ボ蓼纏鞭 斐 詐襲ぶ

台      川 島  昇  楠 森 志 朗 佐 藤  功 す
☆」OFI大阪所属インス トラクターイ固別事業  (実 施名)      (実 施 日

!^ 芝 戒       集 嵩  稔 法  奨 蒔  ″

し`

経  宙 岳  行 窪 it
]柏原市フイッシングスクール (主催 柏 原市教育委員会)計 7日  H14/6/8～ 10/61 偽

続木 大 和 戸 伏 秀 夫 中 川 英 彦 ●2和束町フイッシング教=(主 催 町教育委員会他)     H  M I ;十
千:ユ      常 金 念料 缶然 霊套 経償 曇憲 |←

〕寝度川わんばくスクール                      Hl1 7
4‐京都府南山城少年自然の家 フ ァミリ

t泉 佐野市F i r民海釣 り教= ( i催 市生涯 イ

チヤ~ス ク~ル    H 1 4 8 1 3～ 1 4  と|、       l i   勲  森 □  邦 征  森 脇   操
ヤ
t !聯… … 貯・ 巾

茶岳離舶練帥～力切囃晦鈴  m施
1索寵罫喜営輸登0岬 町釣リバスツアー体験のサビキ釣り大会 (i催  み ・ら い  ず ) H141

0大 東市フイッシングスクール (主催 大 東市教育委貞会他)     H14/H鉄 漸 イ ル 〃 彩 り 眺 頬 磁 緩 帥  m概

|ゴ 野 書

劉

_客 曇

柳

香ぞ 最苫 縁缶 鑑帯 金建 答
0ボ ーイスカウト釣章講習・考査会

(主催 ボーイスカウトなにわ地|て進歩委員会)    H14/1(

:苦チ!!チ〔岳|'8本
……″「/Al-41叫中却 …筋古1務英乗警抗鄭昂落意し大品 松と法上従1 0大阪市西区区民まつリフイッシングコーナー (主催大阪市西区地)  H 1 4 / 1 1

平成15年5月18日

拓紙英済
H蛍
異部委員長井波良幸1押iビ ヤ

~  伊
藤 羅実  京若t南  iも占 ~譲づ

爵要昌重整
保
覇1名ま阪_ ド

…丁稲貧貫生い春勇1号草京蟹摂津  皆脅 格念  奮席
T」
 層景 将霊代

=平成15年度釣リインストラクター講習 資 格試験協力 (|工催 ・全釣り協)  H18

01平成16年度」OFI大阪定期総会                     H16

・」OF大 阪協力事業

i淀川竹 んど
ヤ

クリーンアップキャンペーン参加

(主催 ・LC)電ヽ遊淀川実行委員会、lKl土交通街近畿地方整備局淀サ|1河川事務所、■lE・Ll l… 黎 ふ 中 仰 獅 抑 "昧

好
会 婆倉啓

欄
]景 8昏

暇 調 姓

聯
(財)河 川環境管理財団、ラジオ大阪)                  H15

2大阪お稚魚放流事業 (i催 ・大阪府釣り団体協議会)          H15
司            へ

=/Ч……ヽい…ハーに″ヽ……‐…f…一′     Hム
I札1狩香

員長
 _表森

健累         域]大阪府ファミリー釣り大会 ・全国一斉釣り場清掃デー協力
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こ柏原市フイッシングスクール (主催・市教育委員会他)計7日      H15′

2大東市ファミリー釣り教室 (主催・市教育委員会他)計5日       H15/3大東市ファミリー釣り教室 住催 ・市教育委員会他)計5日    Hけ 5～

1墳

副委員長

 出 醤

忠

肇 昌描

英

監 ナ| 1本寸 孝二 だ3東大阪市親子ふれあい釣り入門教室
(主催 市社会教育センター他)     計 5日    H 1 5古

坑 1狩     揺
暴 志覇 羅採 大結 営棋 真真

だ0大阪市北区親子ふれあい釣り教室 (主催・北区役所)計4日   H15/5/25～〔

0人 幡市フイッシング教索 (iL催・市教育委員会他)           Hl:

0岬 町親子釣り大会 (主催 町 マリン祭り実行委員会)          Hl〔

③泉佐野市民海釣り教室 (主催 ・市生涯学習センター)計 3日       H15′

0和 束町海釣り体験教室 (主催 ・町教育委員会、あそび塾)計 2日     Hl[

30寝屋川市親子ふれあい釣り教室 (主催 市 わんぱくスクール)     H15/〔

的姫計珈旬
 丁

/際
舞菫繋睦雅庵潰鴛

⑭ふるさとウォーク実行委員会 (主催 ・大阪府なにわの森づくり協議会)
以上の通り予定してます。

平成15年5月181

」OFI大 阪事業部
 )、                    も ぁ燈を決%ペ セがう
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活
性
化
の
た
め
構
造
改
革

支
部
制
度
に
つ
い
て

支
部
制
度
の
発
足
と
こ
れ
か
ら

今
期
よ
り
支
部
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
は
、

今
後
Ｊ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
変
革

・
発
展
の
核
と
な
る
も
の
と
思
い
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
し
か
し
支
部
制
度
に
関
す
る
規
約
等
整
備

さ
れ
て
お
ら
な
い
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、

来
期
に

向
け
て
活
動
し
や
す
い
規
約
の
制
定
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
提
案
者
の

一
人
と
し
て
そ
の
経
緯
と
支
部
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
案
の
き
っ
か
け

例
／
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
島
根
県
西
部
‥
全
国
１５
番
目
に
発
足
し

た
８
名
の
最
小
の
組
織
で
あ
る
が
、

釣
教
室
の
開
催

・
釣

大
会

へ
の
協
力

・
釣
り
場
の
清
掃

。
水
難
防
止
講
習
会
参

加

・
署
名
運
動

・
自
然
環
境
に
関
す
る
行
政
サ
イ
ド
の
委

員
会
に
出
席
等
。

活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

例
／
東
京
都
の
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
は
５
組
織
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ

立
派
な
会
長
が
組
織
を
ま
と
め
、

活
発
な
活
動
を
し
て
い

る
。
※
東
京
の
事
務
局
談
＆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。
こ
の

例
を
見
る
と
組
織
は
小
さ
い
と
ま
と
ま
り
易
く
、

迅
速
な

活
動
が
で
き
る
と
言
う
事
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

対
外

的
に
発
言
し
た
り
よ
り
大
き
な
事
業
を
行
う
場
合
、

新
た

に
他
の
組
織
と
連
携
す
る
煩
雑
な
作
業
が
必
要
に
な

っ
た

り
、

民
主
的
な
運
営
す
る
う
え
の
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
、

「
ボ
ス
支
配
」
が
行
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
ご

要
は
小
も
大
も
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
事
に
な
り
ま
す
。

幸
い
な
事
に
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
は

一
つ
の
大
き
な
組
織
と

し
て
発
足
し
て
お
り
ま
す
。

全
体
を
シ
ャ
ツ
フ
ル
し
て
新

た
な
小
組
織
を
創
り

「
ボ
ス
支
配
」
の
芽
を
摘
み
取
り
、

皆
が
参
加
で
き
る
民
主
的
な
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
た
い
。

こ
れ
が
支
部
制
度
の
提
案
に
至

っ
た
理
由
で
す
≡

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
は
人
材
の
宝
庫
で
す
。

組
織
を
ま
と
め
活
動
す
る
事
は
人
の
成
長
に
と

っ
て
、

重

誰

製

景

嚇

つ
の
地
区
長

（
こ
ん
な

　

　

　

　

赫
刻

大
き
な
地
区
割
り
で
ど

の
　

　

　

部
振

よ
う
な
活
動
を
？
）
の
ポ
ス
ト
　

　

‐支

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

能
力

が
あ

っ
て
も
自
分
を
売
り
込
む
事

が
き
ら
い
な
人
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪

以
外
の
力
が
働
い
て
い
る
の
で
は
？

と
思
え
る
役
員
選
考

（ボ
ス
的

支
配
の

一
例
）
等
。

で
会
員
の

力
を
有
効
に
活
用
で
き
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
（）

支
部
制

度
発
足
に
よ
り
、

少
な
く
と

も
二
十

（支
部
）
の
ポ
ス
ト

が
増
え
、

将
来
そ
の
中
か

ら
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
を
リ
ー
ド
で
き
る

人
材
発
掘
の
可
能
性
が
で
て
き
ま
す
。

ま
た
、

支
部
の
自
主
性
を
尊
重
し
実
質
的

に
支
部
人
事
を
お
ま
か
せ
す
る
事
で
、

他
の
力

が
介
在
す
る
事
も
あ
る
程
度
防
ぐ
事
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

支
部
は
組
織
の
基
本
で
あ
り
、

支
部
長
は

そ
の
核
で
す
。

自
ら
の
成
長
と
支
部
に
奉
仕

す
る
精
神
で
支
部
長
の
役
職
を
遂
行
す
る
事

は
名
誉
な
事
で
あ
り
、

大
き
な
責
任
も
あ
り

ま
す
。

支
部
活
動
費

の
問
題
で
す
が
規
約
が

整
備
さ
れ
て
な

い
為
、

支
部
長
が
個
人
的
に
負
担
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

私
が
提
案
し
た
時
は
こ
の
問
題
も
規
約
に
含
め
て
提

案
し
た
は
ず
で
す
が
、

な
ぜ
か
中
途
半
端
な
形
で
ス
タ

ー
ト
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
共
に
私
の
押
し
の
弱
さ
を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

幸
い
な
事
に
、

私
は
規
約
改
正
委
員
に
加
え

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。　

一
刻
も
早
く
国
政
に
於
け
る

「地
方
交
付
税
」
の
よ
う
な
形
で
支
部
活
動
費
用
の
規
約

を
制
定
す
る
努
力
を
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

（藤
原
堅
志
）

（海
面
）
第
１
３
３
９
号
　
藤

原

堅

志

（海
面
）
第
１
３
８
３
号
　
物

部

胤

〓
一

（海
面
）
第
２
７
７
３
号
　
松

尾

勝

士

（海
面
）
第
３
１
３
２
号
　
酒

井

格

光

規
約
改
正
委
員
会
は
以
■
の
メ
ン
バ
ー
で
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
期
よ

り
支
部
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

現
状
の

規
約
で
は
こ
の
制
度
を
充
分
に
生
か
す
事
が

で
き
ま
せ
ん
。

来
期
は
し

っ
か
り
し
た
規
約
で
活
動
で
き
る

よ
う
、

ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
中
し

あ
げ
ま
す
。

京 都  府兵 庫 県

枚方支部
/ 中

口支部 ヽ
/奥 野昌夫 某益 支辞

淀川支 部

/川 田潤

大阪港支部
部長/高 木博

支部

支部長/井 波良

◆規約改正委員会委員

奈 良 県

部長/東 野英治

東大阪支部 )
部長/辻  哲 男

文と革観リ

北支部 ―一、
部長/伊 藤雅夫

支部長/日 高 正

南河内支部
支部長/清 水保雄

泉州支部
部長/酒 井勝

和 歌 山 県
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懇
親

会

盛

大

に
開
催
，
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ダ

　

　

ヽ

　

　

一一

一
五

年

岳警誘者

式 ■ケi十■ヽ

中
ｉ

一

”

十

・や

≡

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
の
新
春
恒
例
の

「平
成
１５
年
新
春
懇
親

会
」
は
、
１
月
１３
日
午
後
１
時
か
ら

一
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
」

真
珠
の
間
で
９
名
の
来
賓
と
３８
名
の
会
員
を
迎
え
総
勢
４７

名
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
卜≡

稲
本
英
爾
理
事

の
司
会
で
、

吉
川
幾
久
雄
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
ま
し
た
。

つ
づ

い
て
各
来
賓
の
紹
介

の
後
、

新
免
浅
利

。
大
阪
府

環
境
農
林
水
産
部
水
産
課
参
事
、

森
政
次

・
大
阪
府
環
境

農
林
水
産
部
水
産
課
課
長
補
佐
、

広
瀬
正
己

。
日
本
釣
振

興
会
近
畿
地
区
支
部
副
支
部
長
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
、

稲

田
茂

・
大
阪
釣
具
協
同
組
合
事
務
局
長
の
乾
杯
で
懇
親
パ

ー
テ
ィ
に
入
り
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
に
増
し
て
多
く
の
来
賓
各
位
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、

乾
杯
後
も
多
く
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
パ
ー
テ
イ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
好
み
の
料
理
が
盛

ら
れ
た
お
皿
を
囲
み
な
が
ら
、

相
互
の
親
睦
を
深
め
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

後
半
に
は
、

山
田
耕
司

・
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

浪
速
地
区
ス
カ
ウ
ト
委
員

長
よ
り
、

吉
川
会
長
、

東

野
、

物
部
、

辻
、

高
淵
、

奥
村
各
理
事
に
た

い
し
て

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
釣
リ
イ
ン
ス

ト

ラ

ク

タ

ー

カ

浪
速
地
区
ボ
ー

イ

ス
カ
ウ
ト

の

技
能
指
導

の

一

環
と
し
て
行
わ

て

い
る

「
釣
り

音
〓講
習
Ｚ
未
未
座

ф
い…
，い

の
指
導
に
あ
た
り
、

感
謝
の
意
を
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

終
盤
に
は
恒
例
の
初
夢
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

釣
具
メ

ー
カ
ー
各
社
協
賛
の
一象
華
釣
リ
グ
ッ
ズ
や

「
ヒ
ル
ト
ン
大

阪
」
提
供

の
デ
ィ
ナ
ー
招
待
券
な
ど
見
事
引
当
て
大
変

喜
ぶ
人
な
ど
が
出
て
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
末
友
良
治
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

基
賓
各
位

（順
不
同
、敬

称
略
）

▽
大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部

水
産
課
参
事

。
新
免
浅
利

▽

大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
水

産
課
課
長
補
佐

，
森
政
次

▽

（財
）
日
本
釣
振
興
会
近
畿

地
区
支
部
副
支
部
長

・
広
瀬

正
己

▽

（財
）
大
阪
釣
具
協

同
組
合
事
務
局
長

・
稲
田
茂

▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
浪

速
地
区

ス
カ
ウ
ト
委
員
長

・

山
田
耕
司

▽

（株
）
岳
洋
社

編
集
部
長

・
馬
屋
原

一
▽

（

株
）
三
青
社
会
長

・
波
多
野

勇

▽

（株
）
デ
ィ
リ
ー
ス
ポ

ー
ツ
社
編
集
局
報
道
部
釣
り

デ
ス
ク

・
堀
尾
忠
正

▽

（株
）

名
光
通
信
社
取
締
役
編
集
局

長

・
辻
浦
弘

協
賛
各
社

（順
不
同
）

▽
エ
ル

・
タ
ス
ク

▽

（体
）

が
ま
か

つ
▽

（株
）
釣
研

▽

（株
）
ヽヽ
ヽ
ヤ

マ
エ
▽

（有
）

グ
ル
ー
プ

・
ユ
ウ

▽
呉
羽
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ス

（株
）

▽
ダ

イ
ワ
精
工

（株
）

▽
ダ
イ

コ

ー

（株
）

▽
東
レ
フ
ィ

ャ
ン

ン
グ

（株
）

Ｖ
ヒ
ル
ト
ン
大

阪

▽
ヒ
ロ
ミ
産
業

（株
）

▽

富
士
灯
器

（株
）

▽
マ
ル
キ

ュ
ー

（株
）

▽
明
邦
化
学
工

業

（株
）

（松
尾
勝
■
）

稲田 茂 氏 広瀬正己氏

小 恭 J朝 願 ャ雛 ',官 :,隷 ゑ 出臨 耽 帥 Ttt「1‐ はt':な 旋 ゥキ銑 JÅ 拡 ャ肌 ゎれ 巌

６
月
２９
日
、

大
阪
住
之
江
区
南
港
の

「
か
も
め

大
橋
」
の
た
も
と

一
帝
を
清
掃
作
業
を
行
な

っ
た
ｃ

主
催
は
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
主

催

の
協
力
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪

の

会
員
、

吉
川
会
長
以
下
６
名
が
参
加
、

（全

体
で
３０
名
）
現
地
８
時
３０
分
に
集
合
し
、

主

催
者
あ

い
さ

つ
の
あ
と
８
時
４５
分
か
ら
９
時

４５
分
ま
で
、

手
袋
を
は
め
て
、

ナ
イ

ロ
ン
ゴ

ミ
袋
を
下
げ

て
真
剣
に
お
お
そ
う
じ
、

全
体

で
ゴ
ミ
袋
４０
杯
で
、

小

一
時
間
で
み
ち
が
え

る
よ
う

に
き
れ

い
な
釣
場
と
な

っ
た
、

こ
の

よ
う
な
、

釣
り
場

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
も
機

会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
い
き
た
い
。

（高
木
博
文
）

・
参
加
者
名中

川
英
彦
　
奥
野
昌
夫
　
重
住
晃
孝

西
谷
文
秀
　
近
藤
幹
雄
　
日
高
　
正
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大
阪
市
北
区
役
所
区
民
企
画
講
庄

北
区
親
子
ふ
れ
あ
い

釣
り
教
室
ス
タ
ー
ト

Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
北
支
部
活
動
開
始
―

釣
を
通
じ
て
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
、

自
然
と
ふ
れ
あ

い
豊
か
な
心

を
育
て
よ
う
を
狙

い
と
し
た

北
区
の

「
親
子
ふ
れ
あ

い
釣

り
教
室
」

（全
５
回
）

の
第

１
回
目
が
５
月
２５
日
北
区
役

所
会
議
室
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
企
画
は
北
区
役
所
区
民

企
画
室

の
要
望
で
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ

大
阪
釣
リ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
企
画

・
指
導

で
実
施
さ

れ
る
も

の
で
、

月
１
回
の
ペ

ー
ス
で
８
月
ま
で
の
４
回
が

室
内
講
座
、
９
～
１０
月
に
最

終

の
釣
り
実
習
で
終
了
す
る

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
。

応
募
さ
れ
た
親
子
２８
名

の

方

々
を
前
に
米
澤
企
画
室
主

査
は

「
生
涯
学
習
と
言
え
ば

年
輩

の
方
が
中
心

の
も

の
が

殆
ど
だ
が
、

も

つ
と
若

い
人

に
も
と
思

っ
て
、

企
画
提
案

を
含
め
た
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大

阪
さ
ん
か
ら
熱
心
な
提
案
が
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
た
結

果
、

こ
の

『親
子
ふ
れ
あ

い
釣
り
教
室
』
を
実
施
す
る
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
日
曜
日
の
朝
早
く
か
ら
で
す
が
応

募
さ
れ
た
殆
ど
の
方
が
お
集
り

い
た
だ
き
喜
ん
で
お
り
ま

す
。

釣
り
を
通
じ
て
親
子
の
ふ
れ
あ

い
が
よ
り
深
ま
れ
ば

と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

」
と
挨
拶
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪
に
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
各
協
カ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
個
性
豊
か

に
講
座
を
お
こ
な

い
参
加
者

の
笑
顔
の
中
で
第
１
阿
日
は

終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（伊
藤
雅
夫
）

大
和
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

前
日
の
雨
も
あ
が
り
、

快
晴
の
柏
原
市
役
所
前
の
メ
イ

ン
会
場
に
集
合
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

十
二
名
。

そ
の
他
、

富
田
林
会
場
に
も

一
名
地
元
自
治
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
大
雨
の
た
め
に
増
水
し
た
大
和
川
。

場
内
の
ス

ピ
ー
カ
ー
で
安
全
確
保
す
る
た
め
の
呼
び
か
け
が
あ

つ

た
が
、

参
加
市
民
に
ま
じ
り
、

全
員
す
こ
ぶ
る
元
気
で

献
身
的
な
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

柏
原
市
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪

へ
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

（中
川
　
英
彦
）

□
　
環
境
と
自
然
と
共
生
　
回

二
十

一
世
紀
は

「
環
境
の
世
紀
」
と
も
言
わ
れ
、

環

境

へ
の
関
心
は
更
に
高
ま

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
③

自
然
生
態
系
の
意
義
や
共
生

へ
の
深
い
理
念
に
基
づ

く
正
し
い
知
識
の
普
及
や
、

こ
れ
ら
の
裏
づ
け
を
も

つ

健
全
か

つ
合
理
的
な
手
法
や
技
術

の
確
率
が
、

ま
す
ま
す
必
要
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
機
構
は
実
践
の

団
体
と
し
て
、

多
く
の
人
材
の
参

画
を
募
り
、

自
然
と
人
間
が
共
生

す
る
明
日
の
健
全
な
地
球
環
境
を

創
る
た
め
地
道
に
努
力
を
重
ね
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
二
十

一
世
紀
こ
そ
、

ま
さ
に
環
境
の
時

代
で
す
。
自
然
環
境
を
守
る
共
生

の
時
代
を
築

い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

常
に
自
然
環
境
を

心
に
き
ざ
み
楽
し
く
魚
を
釣
る
仲

間
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す

。
そ
う
言

っ
た
意
味
で
は
、

大
和

川
ク
リ
ー
ン
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
は
意

義

の
あ
る
総
員
十
二
名
で
は
な
か

ろ
う
か
、

も

っ
と
も

つ
と

一
般
社

会
に
根
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
っ

て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（川
崎
忠
彦
）

当日参加メンバー

内水面

N051財 近藤幹雄

N05198日 高 正

N05192川 村孝二

NO ttZ岡 野克則

4名

海 面

N031銘 ナ|1崎忠彦

N03132酒 井指光

N03166中 川英彦

N01383物 部胤三

N011鶴 黒木定則

N02638宮 内昭雄

NO牙 鶴 馬谷見志

7名

富田林会場

日

頃
各

種

ボ

ラ

ン

テ

イ

ア
活

動

に
参

加

さ

れ

活

躍

さ

れ

て

い

る

こ
と

と

思

い

ま

す

。
事

業

部

で

は
会

員

皆

様

の
活

動

を

Ｊ

０

Ｆ

Ｉ
大

阪

と

し

て
承

認

、

応

援

ま

た

、

周

知

す

る

た

め

に
様

式

を

統

一
し

ま

し

た

。

様

式

一

公

認

釣

リ

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

活

動

報

告

書

様

式

二
　

受

領

釣

具

等

使

用

報

告
書

様
式

三

Ｊ

Ｏ

Ｆ

Ｉ
大

阪

事

業

部

協

力

事

業

開

催

要

領

各

様

式

は
事

務

所

に

お

い
て
お

り

ま

す

の

で
、

報

告

等

お

願

い

し
ま
す
。

詳
細
は
事
業
部

委
員
ま
で
お
問

い

合
わ
せ
下
さ
い
。

奪
養
部
”

軸
“傘
離
様
も
蒜

様式1 活 動報告書

N02119清 水保雄

1名
様式2 受 領釣具等使用報告書様式3 協 力事業開催要領
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フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ

ョ
ー

大
阪

２
０
０
３

（大
阪
南
港
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）

大
阪
港
に
推
進
放
流
始
め
た
理
由

平
成

１５
年

２
月

１５
日

か
ら

１６
日
に
か
け

て
、

大
阪
南
港

の
イ

ン
テ

ツ

ク

ス
大
阪
、

に
於

い
て

フ
イ

ツ
シ

ン
グ
シ

ョ
ー

大
阪

２
０
０
３
が
開
催

さ
れ
、

大
盛

況

の
う
ち

に
開
幕

し
ま
し
た
。

今

年
人
気
を
集
め
た
の
は
、

ア
オ
リ
イ
カ

の
タ

ッ
ク

ル
や
バ

ス
フ
ィ

ッ
シ

ン

グ

・
ル
ア
ー
な

の
で
、

昨
年

ま

で
人
気
を
集

め

た
鮎
釣
り
を
凌
ぐ
盛

況

ぶ
り

で
し
た
。

我
が
Ｊ

Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪

の
ス
タ

ッ

フ
は
、

釣
り
教
室
と
稚

魚
放
流
活
動
の
ブ
ー
ス
で
、

精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

要
領
を
得
な
い
私
に
、

諸

先
輩
方
は
親
切
に
指
導
し

て
下
さ
り
、

楽
し
く
充
実
し
た
一日
を
過
ご
す
事
が
が
で
き
、

や
り
終
え
た
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

私
が
、

担
当
し
た
ブ
ー
ス
は
、

大
阪
湾
に
チ
ヌ
の
稚
魚
を
放

流
す
る
為
の
資
金
を
、

釣
り
人
か
ら
支
援
し
て
頂
く
と
言
う

趣
旨
の
ブ
ー
ス
で
す
。
２
日
間
で
約
４２
万
円
の
募
金
を
頂
き
、

役
員
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
一同
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。
】」れ

も
、

稚
魚
放
流
活
動
を
ご
理
解
し
て
頂
い
た
来
場

者
の
皆
様
と
、

開
館
間
際
ま
で
大
声
を
張
り
上
げ
、

粘
り
強
く
活
動
理
念
を
訴
え
か
け
た
ス
タ
ッ
フ
の

努
力
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。

大
阪
湾
で
チ
ヌ
の

稚
魚
を
放
流
し
て
い
る
事
は
皆
様
ご
存
知
だ
と

思
い
ま
す
が
、
、

こ
こ
で
稚
魚
放
流
の
き
っ
か
け
と

経
緯
を
ご
説
明
し
ま
す
ｃ

夫 醸驚 節 り餓擦 韻 務 強  ‐
` ょ 重

職
轟 |ンi緑

摯鰈
蘇

【欝 隷

☆題題縄寵騒騒畿縄聯罵

２‐
年
前
の
１
９
８
２
年
、

大
阪
府
釣
り
団
体
協
議
会

が
、

我
が
国
で
初
め
て
チ
ヌ
の
稚
魚
放
流
を
大
阪
湾
で
実

施
し
ま
し
た
。

大
釣
り
協
が
稚
魚
放
流
を
実
施
し
た
き
っ

か
け
は
、

ヒ
マ
ミ
産
業

（株
Ｘ
ウ
キ
製
造
卸
）
の
広
瀬
正
己

社
長
か
ら
、

大
阪
府
釣
り
団
体
協
議
会
に
「
釣
り
人
の
為

に
有
効
に
お
使
い
下
さ
い
」
と
１
０
０
万
円
の
寄
付
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
大
阪
湾
の
チ
ヌ
は
、乱

獲
・環
境
悪
化
等
に
よ
り
、

年
々
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

釣
り
の
将
来
像
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
大
釣
り
協
会
長
河
崎
様
が
、

近

大
白
浜
水
産
試
験
場
の
主
任
教
授
原
田
先
生
と
親
交
が

あ
っ
た
関
係
で
、

チ
ヌ
の
養
殖
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
チ
ヌ
の
養
殖
を
し
て
い
る
養
殖
場
は
我
が
国
に
存
在
せ

ず
、

断
ら
れ
続
け
ま
し
た
が
、

嘆
願
の
末
、何

と
か
研
究
し
て

み
よ
う
と
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、未

経
験
の
魚
な

の
で
２
～
３
年
の
猶
予
期
間
が
必
要
と
言
う
条
件
付
で
し

た
が
、半

年
後
に
ふ
化
成
功
の
知
ら
せ
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。

現
在
で
は
、

大
阪
府
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
（岬
町
）
で
採

卵
・ふ
化
・中
間
育
成
さ
れ
た
「純
粋
の
大
阪
っ
子
の
チ
ヌ
」

を
放
流
し
て
い
ま
す
。

２０
年
前
か
ら
稚
魚
放
流
活
動
を
し

て
い
る
大
阪
府
釣
り
団
体
協
議
会
と
日
本
釣
振
興
会
大
阪

府
支
部
の
皆
様
は
当
時
か
ら
と
て
も
ご
苦
労
な
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
。

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
精
神
と
は
？
と
言

う
事
を
再
認
識
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
様
な
大
き

な
ス
テ
ー
ジ
で
活
動
で
き
た
事
は
、

今
後
の
大
き
な
自

信
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

経
験
は
宝
物
で
す
。

会
員
の
皆
様
も
、

積
極
的
に
活
動
に
参
加
さ
れ
ま
す

様
、

お
願
い
致
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
（長
田
浩
美
）

遊
漁
船
業
法
大
幅
に
改
正

‐平
成

１５
年
度

絡
会

第

二
部
研
修
会
の
報
告
―

◎
遊
漁
船
業
と
は

…
…

海
面
と
、

指
定
さ
れ
た
湖
沼
で
、

船
舶
に
よ
り
利
用
客
を
漁

場
に
案
内
し
、

釣
り
な
ど
の
方
法
で
、

利
用
客
に
水
産
動
植
物

を
採
捕
さ
せ
る
事
業
で
す
。
自
ら
水
産
動
植
物
を
採
捕
す
る
漁

業
と
は
異
な
る
事
業
で
す
。

い
わ
ゆ
る
釣
船

（船
宿
）
磯

・
瀬

渡
し
、

潮
干
狩
り
、

い
か
だ
渡
し
、

カ
セ
釣
り
の
ほ
か
、

最
近
、

流
行
し
て
い
る
シ
ー
バ
ス

（す
ず
き
）
釣
リ
チ
ャ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
、

観
光
定
置
網
、

指
定
さ
れ
た
湖
沼
で
の
バ
ス

・
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ

・
ガ
イ
ド
等
が
該
当
し
ま
す
。

◎
改
正

の
ポ
イ

ン
ト

１
、

遊
漁
船
業
を
営
む
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
は
都
道
府
県
知

事

へ
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
、

都

道
府
県
知
事
に
遊
漁
船
業
者
の
登
録
を
受
け
る
こ
と

（５
年
ご

と
に
更
新
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２
、

登
録
内
容
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
や
遊
漁
船
業
を
廃
止
し

た
場
合
に
は
、

都
道
府
県
知
事
に
変
更
の
届
出
な
ど
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
登
録
を
受

け

る
に
は
、

一
定

の
条
件
を
満
た
す
必
要

が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、

（１
）
利
用
客
の
安
全
管
理
等
を
行
う
遊
漁
船
業
務
主
任
者
を

選
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（２
）
事
故
が
発
生
し
利
用
客
が
負
傷
し
た
と
き
な
ど
の
損
害

賠
償
に
備
え
た
保
険

（又
は
共
済
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（３
）
過
去
２
年
以
内
に

「遊
漁
船
業
法
」

「船
舶
安
全
法
」

「船
舶
職
員
法
」

「漁
業
法
」

「水
産
資
源
保
護
法
」
又
は
こ

れ
ら
の
法
律
の
基
づ
く
命
令

（都
道
府
県
漁
業
調
整
規
則
を

含
む
）
に
追
反
し
て
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
は
登

録
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

３
、

遊
漁
船
業
を
営
む
際
に
は
、

遊
漁
船
業
者
の
登
録
を
受
け
る

ほ
か
、

新
た
に
、

次
の
こ
と
を
守
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
業
務
規
程

の
作
成
と
都
道
府
県
知
事

へ
の
届
出

利
用
客
に
安
全
に
規
則
に
沿

っ
た
釣
り
等
を
行

っ
て
も
ら
う
た

め
、

出
航
の
中
止
基
準
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
方
法
、

釣
り
等
に
関
す
る
規
制
の
周
知
方
法
等

の
事
業
の
実
施
方
法
を

定
め
た
業
務
規
程
を
作
成
し
、

登
録
後
速
や
か
に
都
道
府
県
知

事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
２
）
遊
漁
船
業
務
主
任
者
の
乗
船

遊
漁
船
を
出
航
さ
せ
る
際
は
、

遊
漁
船
業
務
主
任
者
を
必
ず
乗

船
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（３
）
案
内
す
る
漁
場
で
の
採
捕
規
制
の
周
知

魚
の
大
き
さ
の
制
限
や
使
用
で
き
る
漁
具

・
漁
法
な
ど
、

案
内

（次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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す
る
漁
場
で
釣
り
な
ど
を
す
る
際
に
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
を
利
用
客
に
確
実
に
知
ら
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
４
）
標
識
の
掲
示

営
業
所
、

使
用
す
る
金
て
の
遊
漁
船
に

一
定
の
様
式

の
標
識

（登
録
番
号
等
）
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
５
）
名
義
貸
し
の
禁
止

登
録
を
受
け
た
人
が
他
人
に
名
義
を
貸
し
て
営
業
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

４
、

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
業
務
改
善
命
令
、

登
録
の
取
消
し
等

（
１
）
こ
の
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
守

っ
て
営
業
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、

都
道
府
県
知
事
か
ら
業
務
の
改
羊
を
命
じ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、

業
務
規
程

の
変
更
、

遊
漁
船

業
務
主
任
者
の
解
任
、

損
害
賠
償
保
険
の
締
結
等
を
命
じ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
業
務
改
善
命
令
に
従
わ
な

い
場
合
は
、

事
業
の
作
止
を
命

じ
ら
れ
た
り
、

登
録
を
取
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．．

登
録
の

取
消
し
処
分
を
受
け
る
と
、

そ
の
後
２
年
間
は
、

再
度
登
録
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
３
）
都
道
府
県
の
職
員
が
、

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告

を
求
め
た
り
、

利
用
者
名
簿
や
標
識
の
掲
示
状
況
等
を
確
認
す
る

た
め
、

営
業
所
や
遊
漁
船
に
立
入
検
査
を
行
う
こ
と
が
あ
―サ
ま
す
。

５
、

法
律
違
反
に
対
す
る
罰
則
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

（
１
）
登
録
を
受
け
な

い
で
営
業
し
た
場
合
や
虚
偽
の
中
市
な
ど

不
正
な
手
段
で
登
録
を
受
け
た
場
合
な
ど

３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
令
文
は

併
科

（
２
）
事
業
停
止
命
令
に
違
反
し
て
営
業
を
し
た
場
合
な
ど

１
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
５
０
万
円
以
下
の
制
律
文
は

併
科

（３
）
業
務
規
程
を
都
道
府
県
知
事
に
届
出
せ
ず
に
営
業
し
て
い

る
場
合
や
遊
漁
船
業
務
主
任
者
を
選
任
し
て
い
な

い
場
合
な
ど

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
４
）
利
用
者
名
簿
を
置

い
て
い
な
い
場
合
や
標
識
を
掲
示
し
て

い
な
い
場
入
官
な
ヵ
〕

３
０
万
円
以
下
の
罰
金
　
　
　
　
　
　
　
　
（物
部
胤
三
）

東
南
亜
細
亜

四
島
を
行
く

（
一
）

大
　
西

　

勇

私
は
、

昭
和
二
年

一
月
二
日
生
、

昭
和
十
八
年
れ
月

二
十
日
、

広
島
県
大
竹
海
兵
国
に
入
団
、

後
、　

１，‐…
ち
に

山
――
県
路
晴
海
軍
通
信
学
校
に
入
校
。

新
兵
練
習
生
教
育

十
九
年
二
十‐
ム

一十
日
修
了
、

同
日

（第
十
四
警
備
隊
付

ヲ
命
ズ
）
即
Ｈ
退
校
、

呉
軍
港
停
泊
中
の
空
母

（大
鳳
）
エ

九
、

三
〇
〇
延
処
女
航
海
に
便
乗
、

三
月
二
十
五
日
、

日

没
後
、

駆
遂
艦
〓
隻
護
衛
に
て
呉
軍
港
を
出
航
、

朝
夕
艦

爆
三
機
発
進
、

洋
上
警
吊
一、
昭
南
島

（シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
セ

レ
ー
タ
ー
軍
港
に
四
月
五
日
無
事
入
港
停
泊
、

大
発
槌
に

て
上
陸
、

第
十
特
別
根
拠
地
隊
に
仮
入
隊
後
、

同
地
区
内

第
十
通
信
隊
に
仮
勤
務
眸
合
航
空
艦
隊
の
受
信
に
当
直

す
る
、

当
時
現
地
で
は
、

内
地
と
違

い
物
資
食
糧
共
の

他
、

可
成
り
豊
富
で
志
願
兵
の
私

（
一
等
水
兵
）
十
七

才
に
も

一
日

一
箱
二
十
本
人
の
煙
草

一
箇
月
分
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
、

私
は
煙
草
を
嗜
み
ま
せ
ん
の
で
現
地
の

人
と
果
物
他
、菓

子
挙
と
、物

々
交
換
し
ま
す
。

煙
草
は
貴

重
品
な
の
で
、

私
は
良

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

特
に
驚
嘆
し
た
の
は
毎
日
午
後
に
襲
来
す

る
ス
コ
ー
ル

（熱
帯
地
方
で
強
風
を
伴

っ
て
襲

っ
て
来

る
激
し
い
局
地
的
な
大
雨
）
で
あ
る
、

毎
日
毎
日
是
だ

け
の
降
雨
と
強
烈
な
太
陽
が
降
り
注
げ
ば
自
然
も
自
ず

と
潤
う
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
Ｇ

実
に
緑

の
芝
化
≡

椰
子
、

憶
榔
樹
、

バ
ナ
ナ
、

パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
、

パ
パ
イ
ヤ
、

マ
ン
ゴ
、

マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
、

ド
リ
ア
ン
等
果
物
類
は
実
に
豊
富
、

中
で
も

マ
ン
ゴ
ス

チ
ン
と
ド
リ
ア
ン
は
南
洋
の
珍
菓
で
、

女
王

。
工
様
と

云
わ
れ
て
い
ま
す

又
、

欧
米
で
は
椰
子
の
事
を
黄
金

の
木
と
呼
ん
で
ゐ

る
よ
う
で
す
、

幹
は
建
築
用
材
、

葉
は
加
工
し
て
家
根

材
、

壁
面
に
利
用
、

椰
子
酒
、

椰
子
水
、

コ
コ
ナ

ッ
ツ

椰
子
油
、

椰
子
符
燃
料
、

器
、

工
芸
品
と
す
べ
て
紹
て

を
利
用
正
に
☆
令
の
木
で
す
【．

二
〇
〇
三
年
五
月
十
四
日
の
午
後
八
時
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
地

球
伝
説
自
然
の
猛
成
、

嵐
、

放
映
に
映
る
と

マ
レ
ー
半

島
は
広
大
な
熱
帯
雨
林
の
続
く
緑
の
大
密
林
で
有
る
と

私
の
思

い
の
映
像
で
し
た
。

そ
し
て
、

日
曜
外
出
時
に
は

（
マ
レ
ー
シ
ア
）
の

⌒ジ

ヨ
ホ
ー
ル
バ
ー
ル
）
の
王
宮
軍
指
定

の
店
と
街
を
散
策

し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

マ
レ
ー
半
島

の
間
に
は
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

水
道

（海
水
）
が
有
り
此
の
水
道
に
架
る
、

ブ
リ
ュ
ン

（橋
｝

が
南
北
を
結
ぶ
大
動
脈
、

生
命
線
で
あ
る
此
の
水
道
は
、

巾
約

一
杵

で
常
時
束
か
ら
西

へ
強

い
風
が
吹

い
て
る
ろ

よ
う
で
す
丁
度
、

橋

の
中
頃
に
と
し
掛

っ
た
時

に
珍
し

い
釣
り
風
景
を
目
に
し
ま
し
た
。

何
と
通
糸
に
小
さ
な
凧
が
付

い
て
掲

っ
て
ゐ
ま
す

凧
は
正
方
形
で
角
の
部
分
が
上
に
な

っ
て
鳥
蛾
型
で
す
、

私

の
回
舎

で
は
、

こ
の
型

の
凧
を
鳥
賊
を
掲
げ
る
と

い
ゝ
ま
す
そ
し
て
凧
は
風

の
強
弱
、

手
動

に
依
り
ひ

ら
ひ
ら
と
上
下
を
繰
返
し
て
ゐ
ま
す
、

暫
く
見

て
い

る
と
急
に
凧
が
降
下
し
ま
し
た
。

魚
が
針
掛
り
し
た
よ
う
で
す
、

釣
人
は
素
早
く
通
糸

を
手
繰

っ
て
引
寄
せ
ま
す
、

水
中
で
き
ら
き
ら
と
魚

影
が
走
り
ま
す
、

暫
く
し
て
、

よ
う
や
く
釣
人
が
手

に
し
た
魚
は
三
Ｏ

ｃｍ
を
超
え
る
飛
び
魚
で
餌
は
沙
蚕

で
し
た
。

面
白

い
釣
り

の
方
法

で
変
わ

っ
た
仕
掛
け

だ
な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。

此

の
釣
法
は
、

矢
張
り
気
候
風
土
、

自
然
と
共
に

土
地

の
人

々
の
知
恵
と
経
験
、

努
力

の
結
果

の
賜
物

だ
と
思
い
ま
し
た
。

釣
好

の
私
に
は
忘
れ
ら
れ
な

い
赤
道
下
で
の
暑

い

思
い
の

一
日
で
し
た
。

８

８

編

集

後

記

◇
８

◇

今
年

の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
優
勝
は
日
前

で
す
が
、　

一
番

大
好
き
な
鮎
釣
り
が
昨
年

の
半
分
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

解
禁
か
ら

「雨
」

「あ
め
」

「雨
」

「あ
め
」
減
入
り
ま
す
。

本
当
に
こ
ん
な
に
水
が
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

サ

ラ
リ
ー

マ
ン
で
す
か
ら
毎
日
河
川
に
行
く
事
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、

土
曜
日
か
日
曜
日
に
限
ら
れ
ま
す
。

当
日
晴
れ

て
い
て
も
河
川
が
増
水
と
濁
り
で
、

入
川
で
き
無

い
日
々
が

続
き
身
体
に
ま
で
変
調
を
き
た
し
発
疹
が
出
来
て
き
ま
し
た
。

本
国
も
６
ヶ
月
前
か
ら
、

鮎
釣
り

の
た
め
休
暇
を
申
請

し
て
い
た

の
で
す
が
、

雨
で
ヤ

ッ
パ
リ
だ
め
で
広
報
誌

の

割
り
付
け
と
な

っ
て
し
ま

い
、　

一
日
を
過
ご
し
て
し
ま

い
ま

し
た
。

残
念

・
・
・
・
・
・
・

さ
て
本
題
に
な
り
ま
す
が
今
回
か
ら
四
段
組
を
三
段
組

に
変
更
す
る
と
と
も
に
文
字
を

一
ポ
イ

ン
ト
大
き
く
し
て

見
や
す
く
し
ま
し
た
。

記
事

の
内
容

で
は
、

昨
年
か
ら
理

事
会
等

で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
支
部
制
度
導
入
を
取
り

上
げ
、

提
案
者

で
あ
る
藤
原
堅
志
氏

に

一今
な
ぜ
支
部
制

度
が
必
要
か
の
理
由
と
目
的
ま
た
今
後

の
Ｊ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
大
阪

の
進
む
方
向
」
と
し
て
寄
稿
を
お
取

い
し
掲
載
し
ま
し
た
。

支
部
制
度

へ
の
ご
意
見
、

提
案
お
よ
び
会
員

の
皆
様
に

見
て
も
ら

い
た

い
事
等
あ
―，
ま
し
た
ら
、

同
封

の

「
寄
稿

依
頼
原
稿
」
に
ご
記
入

の
う
え
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ

さ

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
部
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